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患者様行動制限最小化委員会会議録

日時：平成17年 3月 1日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：泉　康子
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※　出席できなかった方は、名前を明記して下さい。

· 出席できなかった委員には回覧します。

(行動制限終了患者様検討)


検討内容）病状に合った妥当な制限内容であった。隔離室の使用サイクルが1～2ヶ月間隔である。必要であれば処方の再検討をしていく。

検討内容）的確な制限であり、早期の鎮静に至った。現状も落ち着きみられている。

検討内容）入院後よりすぐに落ち着いてきていたが、自傷があった方のため慎重に見ていた。妥当な制限であった。

検討内容）終日隔離として20日は長かったが、病状からしてやもうえない状態で妥当な制限であったと思われる。

検討内容）外出制限のみ制限がかかっている状態であった。外泊訓練の必要性と同時に外出制限の解除となる。

検討内容）点滴療法中の制限であり、妥当なものであった。25日からは拒否がなく、少しずつではあるが状態の改善が見られてきている。


検討内容）説明に対しても理解できず、興奮著しい状態で点滴療法実施するためには必要な制限で

あった。点滴終了後は直ちに解除している。

(行動制限継続患者様検討)

検討内容）隔離時間が167日となり、長期の制限がかかっている状態であるが、最近の状態として、やや現実的な思考(日課について等)が出来るようになってきている。2月3日に見られた痙攣発作は以後見られていない。しかし、依然として衝動的な行動が懸念される状態であり、慎重に観察していく必要がある。解除に向けて薬物療法及び現実感を持てるようなケアを引き続き実施していく。

	検討内容）迷惑行為として、自宅以外の電話の制限を行なった。もうしばらく様子を見る必要がある。

連絡事項

　・次回委員会開催予定は4月5日(火)を予定に実施。

　・行動制限指示箋は忘れずにカルテへ添付のこと。(特に解除指示箋)



	

	

	


開始理由





担当医





開始日





行動制限合計時間





院長





統合失調症





　　終日隔離





妄想に左右され、他患者様を殴るといった行動化がみられ、症状の沈静化及び他害防止を目的に、終日隔離となる。





患者様氏名





病名





制限内容





開始理由





アルツハイマー型痴呆





身体拘束





低血糖状態により、点滴療法が必要であるが、興奮・拒否が著しく、点滴抜去のおそれが高い為、身体拘束を開始した。





　　開始日





平成17年2月25日3：30





行動制限合計時間





千葉良





平成１7年2月24日21：30





入院形態





　　終了日





約6時間





患者様氏名





病名





　　　制限内容





入院形態





終了時間





畑中成夫様














措置入院





担当医





開始理由





担当医





医療保護入院





平成16年9月15日


　　　　　17時15分





　　　継続中





　　約167日間


　　　　(3/1現在)





経過





9/15　落ち着いて話すことは出来る が、妄想・幻聴に左右された発 言が多く聞かれる。


10/15　妄想発言は継続し病識は無い状態。コップの水をかけるなど、幻覚妄想に左右された衝動行動も見られる。


11/22　自問自答・突然足を挙げるなどの突発行為が見られている。


12/10　大声で叫ぶ事は少なくなってきているが、床を叩く行為や妄想は継続。


1/3　食器を投げつける等、妄想に左右された行動継続


1/31　身体の右側への傾きが見られる。薬剤調整(減薬)


2/3　強直間代性の発作あり。


2/14　疎通が取れるようになり、穏やかさが見られる。


2/28　時折イライラ感などが見られている。





患者様氏名





2/7　上記症状継続。呂律不良で発言ま　　とまり無い。


2/14　経口摂取不良。


2/22　状態安定し、病棟生活にも支障　　をきたさない状態の為、解除とな　　る。





経過





院長





人格障害


ｱﾙｺｰﾙ依存症





終日隔離　電話制限　外出制限





病気・治療に関しての理解が得られず、家族・主治医からの病気・治療についての説明・説得に対して、興奮・暴力行為があり、環境調整により他害防止と症状沈静化を図るために終日隔離開始となる。また、家族及び他者への脅迫・迷惑行為・衝動行為等のおそれがあり、電話制限・外出制限を開始た。





病名





　　　制限内容





入院形態





1日に3時間30分～5時間の拘束時間





2月18日16：00～20：00


2月20日11：30～15：45


2月21日14：00～17：30


2月22日14：00～17：40


2月23日10：20～15：30


2月24日9：45～14：45





患者様氏名





病名





　　　制限内容





東海林康之様





躁鬱病





終日隔離





躁状態の悪化により独語・脱衣行為・奇声等が見られ、外部刺激からの隔離を行い、症状の沈静化及び他害防止を目的に、終日隔離となる。 





　　開始日





22日11時30分





開始理由





担当医





医療保護入院





於本病院への電話要求が時折聞かれており、立会いが必要である。








経過





寺地利代子様





上村春美様








終日隔離








　　　終日隔離→約8日間


　　　電話制限→約17日間　


　　　外出制限→約76日間　





12/11　隔離に至ったことについて、内省できず。不機嫌さが著明である。自殺企図(演技的）があり。


12/15　興奮が沈静化し病院内生活に問題ない為、隔離解除となる。


12/29　隔離解除後も特に問題行動なく、家族・他者に対しての対応も落ち着いて出来ていることから、電話制限の解除となる。　





開始日





患者様氏名





病名





　　　制限内容





統合失調症





電話制限





母親が通院中の於本病院へ1日に5～6回電話をかけ、「どうして母が面会に来ないのですか。」等と支離滅裂な訴えをする迷惑行為が続いており、職員立会いのもと、自宅への電話以外を制限する。





　　開始日





継続中





行動制限合計時間





安ヶ平





平成１7年2月17日





入院形態





　　終了日





11日間





患者様氏名





病名





制限内容




















患者様氏名





病名





　　　制限内容





開始理由





担当医





行動制限合計時間





川端





平成16年12月7日17時25分





行動制限合計時間





入院形態





終了時間





開始理由





担当医





医療保護入院





点滴療法終了と同時に身体拘束解除。








医療保護入院





点滴治療への拒否があり、説明についての理解も得られず、随時身体拘束をしていたが、25日より拒否なく点滴治療を行なうことが出来ている。








経過





板橋　将様





うつ病





身体拘束





病状により、拒食が継続しており、点滴治療を要するが、興奮・拒否が強く自己抜去の可能性があるため





　　開始日～終了日





行動制限合計時間





安ヶ平



































開始理由





担当医





医療保護入院





2/5　落ち着いているが、幻聴はある様子。


2/8　落ち着いて日常生活を送れている状態であり、隔離解除となる。





経過





坂本健治様





統合失調症





終日隔離





妄想に左右された自殺企図・奇行があり、入院となるが、病識なく興奮著しい状態のため、外部刺激からの隔離を行い、症状の沈静化及び他害防止を目的に、終日隔離となる。 





　開始日





経過





三浦トシ様





平成16年12月15日16時10分





開始日





電話制限　





平成16年12月7日17時25分





終了日





平成16年12月29日





開始日





平成16年12月7日17時25分





終了日





平成17年2月26日9時30分





平成17年2月8日9:30





行動制限合計時間





安ヶ平





平成17年2月3日


　　17時30分





入院形態





外出制限











医療保護入院





経過





平成17年2月3日


　　10時00分





入院形態





　　終了日





約20日間





















































　終了日





4日と11時間





患者様氏名





病名





　　　制限内容





開始理由





担当医





終日隔離





医療保護入院





1/3　脱衣・叫び声継続。


1/18　興奮状態落ち着くが、滅裂な言動・行動は続いている。


1/24　全裸となる・叫び声を上げる等の迷惑行為は鎮静してきた事から、夜間時間隔離となる。


1/25　問題行動無く、落ち着いて病棟生活を送れていることから、隔離解除となる。











経過





砂葉良子様





　躁鬱病





終日隔離→時間隔離





躁状態の悪化により叫声・脱衣行為・放尿・自室へ男性患者様を入れ一緒に布団に入ろうとする行為等が見られ、外部刺激からの隔離を行い、症状の沈静化及び他害防止を目的に、終日隔離となる。 











　　開始日





平成17年1月24日20：00





行動制限合計時間





終日隔離合計：約32日間


時間隔離合計：約13時間30分





院長・猪股





平成16年12月23日9：30





入院形態





　　終了日





開始日





時間隔離





平成17年1月24日20：00





終了日





平成17年1月25日9：30





患者様氏名





病名





制限内容





開始理由





担当医








終日隔離





行動制限合計時間





院長





統合失調症





終日隔離→時間隔離





　落ち着き無く、妄想に左右され滅裂となり、スタッフを叩き、興奮著しい状態となった。症状の沈静化及び他害防止を目的に、終日隔離となる。 





入院形態





村井愛子様














医療保護入院





　時間隔離





終日隔離合計：約6日間


時間隔離合計：約6日間





経過





1/15　「小泉総理が…」等の妄想発言が頻繁に聞かれ、拒薬も著しい。


1/18　妄想状態ではあるものの、興奮がおさまったことから、時間隔離とする。


1/24　行動に落ち着きが出てきたため解除となる。





開始日





平成16年1月12日16：40





終了日





開始日





平成17年1月18日20：00





平成17年1月18日20：00





終了日





平成17年1月24日








